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と連携」の新しい形

地域の医療 ・介護施設をネットワーク化して

診療情報を共有し,あ たかも総合病院にいるか

のような密接な連携を実現する。それが鶴岡地

区医師会で取り組まれている 「Net4U(ネ ット

フォーユー)」である。

ネットワークの立ち上げは1997年 5月 のこ

と。東北の医師会ではいち早くホームベージを

開設し,医 師会,医 療機関,訪 問看護ステーシ

ョンを結ぶネットワークを構築した。

その後2001年 に経済産業省で 「先進的IT活

用による医療を中心としたネットワーク化推進

事業」が企画募集され,ITネ ットワーク事業

のなかから優秀なものについて,予 算がつくこ

とになった。これに鶴岡地区医師会は 「1生

涯/1息 者/1カ ルテ機能をもつ電子カルテシ

ステム」として応募。全国169件の応募のなか

から選ばれた26事 業の一つとなり,2億 円の

補助金を得た。その補助金を使い,ネットワーク

の拡大と強化,シ ステムのバージョンアップな

どに取り組み,地 域内の医療機関が共有できる

電子カルテシステム 「Net4U」 を誕生させた。

Net4Uは ,鶴 岡地区の医療機関を結ぶ,「医

療連携型電子カルテネットワークシステム」で

ある。Net4Uと は, 岡he New Gtealnwork by 4

Units」の略で,「4Units」は,「病院」,「診療

所」,「訪問看護ステーション」,「検査センター」

のことである。またその読みから,「あなたの

(健康の)た めのネットワーク」という意味も

込められている。

本システムは,ASP(Application Service

Pro宙der)方 式で運用されている。つまり,鶴

岡医師会館内のサーバーに,電 子カルテのアプ

リケーションや息者データなどを保管するサー

バーが置かれており,Net4Uに 参加する鶴岡地

区の診療所,病 院,検 査センター,訪 問看護ス

テーションはブラウザを用いてサーバーヘアク
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セスし,電 子カルテを利用する仕組みだ。通信

はインターネットを利用し,セ キュリテイは暗

号化 され た通信 , V P N ( V i r t u a l  P r i v a t e

Network)で 確保されている (図1)。

山形県鶴岡地区 (南部庄内医療圏)に は,診

療所 94施 設,病 院7施 設の計 101の 医療機関

がある。人口は約 16万人だ。

医療制度は現在,医 療の機能分化が図られ,

急性期から慢性期へ,慢 性期から在宅,急 性増

悪時には再び急性期病院へというような地域医

療運携が求められている。そのためには,か か

りつけ医,病 院専門医,訪 問看護師,介 護スタ

ッフ,検 査技師,PT,OTな どの職種を越えた

連携が欠かせない。

「職種を越えた連携には,息 者情報の共有化

が必要不可欠です。Net4Uは 息者さんの情報を

共有するだけでなく,お 互いの通信手段として

も有用です」と同システムの中心人物である三

原一郎医師は語る。

医師のみならず,地域でチーム医療を実現し,

医療の質の向上を目指していくという理念か

ら,Net4Uに は,医 師のほか,訪 問看護ステー

ションの看護師や検査センターの検査技師も参

加可能となっている。申込みは,医 師会事務局

で行う。そこで,IDと パスワードが発行され

データベー
スサーパー

ASP型 カルテ
パー

図 l NettUの 仕組み

鶴岡医師会| 1医 師

診療情lROアッフロード
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と連携」の新しい形

向上したという。共有される情報量の増加が,

息者への理解の深まりとコミュニケーションの

向上につながり,ま た,医 師への提案もしやす

くなり,ひ いてはそれが職務の充実につながる

という好循環をもたらした。

一方,患 者側にとってNet4Uは どうだろう。

実際の運用例のなかからNet4Uの メリットが

発揮された事例を紹介しよう。

会員の皮膚科医院にある息者が受診してき

た。爪に色素斑がみられたが,そ の医師には色

素斑を診た経験が少なかったので,三 原医師に

相談の連絡が入った。併せて写真所見,カ ルテ

が即座に三原医師にネットで送られてきた。紹

介状もネットでのやりとりだ。息者はすぐに三

原医師を受診し,単 なる 「血マメ」であること

がわかった。その問実に1時間足らず。患者の

不安がほんの1時間で解消されたのだった。

電子化された医療連携は,効率的ではあるが,

無機質なイメージを伴う。しかしそれについて

三原医師は,「Net4Uの ようなITを使った医療

連携でも,基 本に顔の見える関係,す なわちヒ

ューマンネットワークが必要」と言う。いくら

連携のネット化が進んでも,面 識もない医師に

紹介するには抵抗がある。優れた医療連携は,

まずお互いの顔が見え,勝 手がわかった者同士

で安心して紹介しあえる関係を構築すること。

それをつなげる手段としてITネ ットワークを

活用するかたちが理想だと三原医師は考える。

鶴岡地区医師会のシステムの管理費用は年間

約300万円。開発ベンダーから医師会に派遣さ

れたメンテナンスの専任スタッフが常駐する

と,開 発費の10%(Net4Uの 場合は約2000万

円)も かかることを考えると破格の安さだ。

「メンテナンスコストが必要最小限に抑えられ

ているのは,Net4Uは 開発費こそかかっている

が,稼 働以来ほとんどトラブルのない優れたシ

ステムであることと,医 師会内にユーザー管理
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や端末のサポートなど運用上必要なメンテナン

スを任せられる優秀なスタッフがいることが挙

げられます」と三原医師は言う。

登録息者も着実に増え,稼 働開始から4年

(05年 10月 1日現在)で 7533人 となっている。

開始当初の4倍 にまで増えた。

しかし,鶴 岡地区に101ある医療機関のうち

会員は30施 設,病 院の参加は5施設にとどま

る (全医療機関の約30%)。 患者は増えている

のに,参 加登録医師が増えない。さらに,会 員

30施 設のなかでも日常的にシステムを利用し

ている医師は十数施設にすぎないという。これ

を三原医師は以下のように分析する。

①地域の中核病院である鶴岡市立荘内病院との

連携がそれほど進んでいない。

② lTを使った連携に診療報酬がつかず,診療

所の医師に経済的インセンティブが働かな

い 。

③自分の書いたカルテを他人に見られることに

抵抗がある。

④紙カルテと併用している診療所が多く,

Net4Uの参加が事務作業の増加につながると

考えられている。

⑤パソコンに興味がなく,現状でなんら不便は

ないと考える医師が多い。
*     来      *

こうした問題を解決し,地 域医療連携の輪を

広げるためには,荘 内病院にネットワ‐クヘ積

極的に参加してもらうよう働きかけ,同 院の診

療情報を診療所医師も閲覧できるようにするこ

とが最も重要と三原医師は語る。そのほか,

Net4Uの 有用性を未加入の医師などに広報す

る。さらに,診療報酬上の評価を課題に挙げる。

「優良な医療連携をしている医療機関と,そ

うでない医療機関では息者さんの受けるメリッ

トが違います。例えば,Net4Uに 参加している

医療機関,入 っていない医療機関とに分けて,

診療報酬上で評価に差をつけてもいいのではな

いか。これは行政の責任だと思います」

月刊/保 険診療 ・2006年 1月
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